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年
頭
に
思
う
こ
と 

理
事
長 

大 

野 

風 

柳 
 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
も
計
画
通
り
事
業
を
終
了
し
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

第
３
回
目
の
理
事
会
を
十
二
月
十
日
に
大
阪
で
開
催
し
て
新
し
い
年

に
向
っ
て
理
事
一
同
が
意
見
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
み
ん
な
で
日
川
協
を
盛
り
上
げ
る
気
運
を
高
め
よ
う
と
い
う
結
論

に
な
り
ま
し
た
。 

 
特
に
今
年
は
、
柳
多
留
２
５
０
年
に
当
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
企
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
日
川
協
と
し
て
可
能
な

限
り
応
援
し
な
が
ら
日
本
の
川
柳
の
普
及
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

日
川
協
通
信
（
111
） 

 

平
成
27
年
１
月
１
日 

 

一
般
社
団
法
人 

全 

日 

本 

川 

柳 

協 

会 

〒

-
 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
丁
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
一
―
一
一
―
九
〇
五 

 

電 

話 

（
０
６
）
６
３
５
２
―
２
２
１
０ 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
０
６
）
６
３
５
２
―
２
４
３
３ 

 

振
替
口
座 

０
０
９
７
０
―
９
―
３
５
７
５ 

http://www. 
nissenkyou.or.jp 
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長 
大
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副
理
事
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本
瓢
太
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理
事
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常
務
理
事 

礒
野
い
さ
む 

常
務
理
事 

本
田 

智
彦 

常
務
理
事 

大
木 

俊
秀 

常
務
理
事 

岡
崎 

 

守 

常
務
理
事 

河
内 

天
笑 

理 
 

事 

佐
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岳
俊 

理 
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平
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朝
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理 
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赤
井 

花
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津
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暹 
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雫
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隆
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松
代 

天
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平
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繁
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蘭
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佐
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美
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つ
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ま
た
、
日
川
協
主
催
事
業
と
し
て
「
柳
多
留
２
５
０
年
誌
上
競

吟
」
を
新
し
い
内
容
で
行
う
こ
と
と
し
、
現
在
小
委
員
会
で
検
討

中
で
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
会
員
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

伝
統
を
大
切
に
守
り
な
が
ら
新
し
い
川
柳
を
み
ん
な
で
考
え
る

年
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
事
で
す
が
、
今
年
の
年
賀

状
の
句
を
次
の
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。 

 

『
ペ
ン
だ
こ
を
誇
り
と
思
う
ま
だ
思
う 

風
柳
』 

 

こ
れ
は
私
の
本
当
の
気
持
ち
な
の
で
す
。
自
分
の
ペ
ン
だ
こ
を

見
な
が
ら
自
分
を
労
っ
て
い
る
人
間
な
の
で
す
。
し
か
も
下
五
に

力
を
入
れ
て
書
き
ま
し
た
。『
ま
だ
思
う
』
の
で
す
。 

 

川
柳
と
い
う
文
芸
は
、
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
か
ね
ば
な

ら
ぬ
と
私
は
真
剣
に
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
江
戸
時
代

に
生
ま
れ
２
５
０
年
の
歴
史
を
も
っ
て
来
た
こ
の
川
柳
に
変
わ
ら

な
い
も
の
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
変
わ
ら
な
い
も
の
と
、
変
っ
た

も
の
と
い
う
よ
り
も
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
言
う
べ
き
で

し
ょ
う
。
こ
の
二
つ
の
も
の
を
大
切
に
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。 

 

こ
の
二
つ
が
現
在
活
動
し
て
い
る
川
柳
人
の
大
き
な
仕
事
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
あ
、
平
成
27
年
を
元
気
で
明
る
く
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

   

日
時 

平
成
26
年
12
月
10
日
（
水
）
12
時
か
ら 

場
所 

大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル 

 
 

 

出
席
理
事
＝
17
名 

出
席
監
事
＝
１
名 

 

議
長
に
大
野
理
事
長
を
選
出
、
次
の
議
案
を
審
議
し
た
。 

議
案
第
１
号 

平
成
27
度
事
業
計
画
（
案
）
承
認
の
件 

議
案
第
２
号 

平
成
26
年
度
収
支
補
正
予
算
（
案
）
承
認
の
件 

議
案
第
３
号 

平
成
27
年
度
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件 

議
案
第
４
号 

平
成
29
年
度
全
国
大
会
開
催
地
の
件 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他 

 

第
１
号
議
案
か
ら
第
３
号
議
案
ま
で
慎
重
審
議
の
結
果
、
議
長
の
報
告

通
り
可
決
成
立
。
第
４
号
議
案
に
つ
い
て
は
次
回
審
議
と
な
っ
た
。
最
後

に
議
長
か
ら
謝
辞
を
述
べ
午
後
３
時
に
閉
会
し
た
。 

   

平
成
二
十
六
年
度 

第
三
回 

理 

事 

会 

日
川
協
で
は
川
柳
の
普
及
向
上
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
１
年
間

に
出
版
さ
れ
た
川
柳
個
人
句
集
の
う
ち
、
も
っ
と
も
優
れ
た
川

柳
句
集
に
対
し
て
「
川
柳
文
学
賞
」
を
授
与
し
て
い
ま
す
。 

平
成
26
年
１
月
か
ら
12
月
末
日
ま
で
に
刊
行
し
た
句
集
６
冊

及
び
同
句
集
の
概
要
説
明
書
を
平
成
27
年
１
月
末
日
ま
で
に
当

協
会
の
「
川
柳
文
学
賞
」
選
考
委
員
会
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

沢
山
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

第８回 

川柳文学賞募集 
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第
30
回 

国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５ 

川
柳
作
品
募
集
要
項
（
概
要
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

～ 

生
き
て
い
る
か
ら 

５
・
７
・
５ 

心
を
謳
う
川
柳 

～ 
 

１
．
応
募
受
付
期
間 

 

平
成
27
年
４
月
１
日
（
水
）
～
６
月
30
日
（
火
）
（
当
日
消
印
有
効
） 

２
．
応
募
規
定 

（
１
）
作 

 

品 

一
人
各
題
二
句
詠
（
未
発
表
作
品
に
限
る
） 

（
２
）
応 

募 

料 

一
人
に
つ
き
１
０
０
０
円
（
但
し
、
海
外
投
稿
者
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
を
添
付
さ
れ
た
方
、
及
び
小･

中･

高
校
生
は
無
料
と
し
ま
す
。） 

（
３
）
応
募
方
法 

所
定
の
応
募
用
紙
及
び
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便
振
替
払
込
金
受
領
証
又
は
そ
の
写
し
を
添
え
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
４
）
応 

募 

先 

第
30
回
国
民
文
化
祭
薩
摩
川
内
市
実
行
委
員
会
事
務
局(

薩
摩
川
内
市
教
育
委
員
会
文
化
課
内)

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〒
８
９
５
‐
８
６
５
０ 

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
‐
22 

３
．
宿
題
・
選
者 

 
 

 
 

<

事
前
投
句>

 

小
学
生
・
中
学
生
の
部 

 
 

 

「
ほ
が
ら
か
」
＝
板
尾 

岳
人
（
大 
阪
） 
 

「
芋(

い
も)

」
＝
守
屋
不
二
夫
（
埼 

玉
） 

 

「
自
由
に
作
る

」
＝
麻
井 

文
博
（
鹿
児
島
） 

 
 

 
 

<

事
前
投
句>

 

高
校
生
・
一
般
の
部 

 
 

 

「
ほ
が
ら
か
」
＝
松
代 

天
鬼
（
愛 

知
） 

 
「 

 

芋 
 

」
＝
堀
井 

 

勉
（
神
奈
川
） 

 
 

 

「 

乗 

る 

」
＝
長
島 

敏
子
（
兵 

庫
） 

 
「 

 

宿 
 

」
＝
西 

恵
美
子
（
宮 

城
） 

 
 

 
 

<

当
日
投
句>

 
 

 
 

「 

ブ
ー
ム 

」
＝
鈴
木 

公
弘
（
鳥 

取
） 

 

「 
並 
ぶ 

」
＝
上
村 

 

脩
（
東 

京
） 

 

「 

玉 
 

」
＝
小
笠
原 

望
（
高 

知
） 

第
二
次
選
者 

 

大
野 

風
柳
（
新 

潟
） 

竹
本
瓢
太
郎
（
東 

京
） 

本
田 
智
彦
（
大 

阪
） 

平
田 

朝
子
（
熊 

本
） 

井
原
み
つ
子
（
愛 

媛
） 

４
．
賞
（
予
定
）
文
部
科
学
大
臣
賞 

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 
鹿
児
島
県
知
事
賞 

第
30
回
国
民
文
化
祭
鹿
児
島
県
実
行
委
員
会
会
長
賞 

 
 

 
 

 
 

 

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

薩
摩
川
内
市
長
賞 
第
30
回
国
民
文
化
祭
薩
摩
川
内
市
実
行
委
員
会
会
長
賞 

 
 

 
 

 
 

 
 

薩
摩
川
内
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

全
日
本
川
柳
協
会
賞 
鹿
児
島
県
川
柳
協
会
会
長
賞 

５
．
発
表
会
場 

川
柳
大
会
（
当
日
投
句
受
付
、
入
選
発
表
、
選
評
、
表
彰
式
） 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
27
年
11
月
１
日
（
日
）
９
時
00
分
～
16
時
30
分 

入
来
文
化
ホ
ー
ル 

 
 

 
 

 
 

 

入
選
作
品
は
、
「
作
品
集
」
と
し
て
刊
行
し
、
応
募
さ
れ
た
方
（
小
・
中
・
高
校
生
は
入
選
者
）
に
無
料
で
配
布
。 

６
．
問
い
合
わ
せ
先
と
募
集
要
項
の
依
頼
先 

 
 

 
 

 
 

 

〒
８
９
５
‐
８
６
５
０ 

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
‐
22 

薩
摩
川
内
市
教
育
委
員
会
文
化
課
内)

 
 

 
 

 
 

 
 

第
30
回
国
民
文
化
祭
薩
摩
川
内
市
実
行
委
員
会
事
務
局
宛 

 
 

 
 

 
 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
９
９
６
）
２
３
‐
５
１
１
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
９
６
）
２
５
‐
０
７
７
６ 
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◎
小
・
中
学
生
の
部 

  
 

 

文
部
科
学
大
臣
賞 

新
緑
に
な
っ
て
大
き
く
見
え
る
山 

 
 

 

秋 

田 

小
６ 

浅
野 

知
里 

 
 

 

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 

こ
め
パ
ワ
ー
き
ょ
う
も
げ
ん
き
に
が
っ
こ
う
だ 

山 

口 

小
１ 

増
山 

小
春 

 
 

 

秋
田
県
知
事
賞 

渡
り
鳥
私
も
強
く
生
き
た
い
よ 

 
 
 

 

鹿
児
島 

中
３ 

梶
原 

 

楓 

 
 

 

第
29
回
国
民
文
化
祭
秋
田
県
実
行
委
員
会
会
長
賞 

先
頭
は
風
が
痛
そ
う
渡
り
鳥 

 
 

 
 

 

秋 

田 

中
３ 

横
澤 

日
菜 

 
 

 

大
潟
村
長
賞 

太
陽
の
に
お
い
が
し
て
ね
お
い
し
い
ね 

 

鳥 

取 

小
５ 

岡
本
梨
世
蘭 

 
 

 

第
29
回
国
民
文
化
祭
大
潟
村
実
行
委
員
会
会
長
賞 

夏
の
空
咲
か
せ
て
み
せ
ろ
大
花
火 

 
 

 

秋 

田 

中
３ 

小
林 

叶
夢 

 
 

 

大
潟
村
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

ケ
ガ
し
て
も
必
死
に
飛
ぶ
よ
渡
り
鳥 

 
 

鳥 

取 

中
２ 

有
田 

憲
一 

 
 

 

全
日
本
川
柳
協
会
賞 

教
室
の
窓
に
有
明
海
が
あ
る 

 
 

 
 

 

佐 

賀 

中
３ 

平
川 

大
晴 

 
 

 
秋
田
県
川
柳
懇
話
会
長
賞 

仲
直
り
母
と
一
緒
に
に
ぎ
り
飯 

 
 
 

 

秋 

田 

中
１ 

吉
田 

愛
佳 

 

◎
高
校
生
・
一
般
の
部 

  
 

 

文
部
科
学
大
臣
賞 

セ
シ
ウ
ム
の
消
え
る
日
を
待
つ
滑
り
台 

 
 

 

秋 

田 

斉
藤 

豊
康 

 
 

 

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 

農
民
の
手
か
ら
零
れ
て
ゆ
く
お
米 

 
 

 
 

 

島 

根 

三
島 

淞
丘 

 
 

 

秋
田
県
知
事
賞 

道
化
師
が
笑
う
あ
あ
痛
い
の
だ
ろ
う 

 
 

 
 

静 

岡 

水
品 

団
石 

 
 

 

第
29
回
国
民
文
化
祭
秋
田
県
実
行
委
員
会
会
長
賞 

花
筏
ま
だ
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
る 

 
 

 
 

長 

崎 

平
井 

翔
子 

 
 

 

第
29
回
国
民
文
化
祭
大
潟
村
実
行
委
員
会
会
長
賞 

母
さ
ん
が
居
る
か
ら
減
ら
す
酒
の
量 

 
 

 
 

愛 

知 

冨
田 

末
男 

 
 

 

大
潟
村
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

に
ん
げ
ん
が
渇
い
て
乱
れ
だ
す
マ
ナ
ー 

 
 

 

大 
阪 

荻
野 

浩
子 

 
 

 

全
日
本
川
柳
協
会
賞 

答
に
は
遠
い
が
伸
び
て
来
た
花
芽 

 
 

 
 

 

秋 

田 

大
石 
一
粋 

 
 

 

秋
田
県
川
柳
懇
話
会
長
賞 

心
だ
け
持
っ
て
来
た
嫁
そ
れ
で
い
い 

 
 

 
 

神
奈
川 

米
多
吉
吾
郎 

 

※
大
潟
村
長
賞
は
秋
田
県
実
行
委
員
会
の
申
し
出
に
よ
り
取
り
消
し
ま
し
た
。 

第 29 回 国民文化祭・あきた「川柳の祭典」 
（平成 26 年 10 月 19 日） 

事前投句 1,990 人、ジュニア 9,858 人、当日 432 人 
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 次の例会はいつ？お題は何？あなたの柳社の例会案内が日川協のホーム

ページで確認できるようになりました。手続きは内容を各柳社で入力をし

て貰うだけ。入力をしたら即ホームページで見れるようになります。 

 是非やってみたいという柳社がありましたら、事務局までお問い合わせ

ください。案内をお送りします。 

 

 
日川協ホームページを開く 
      ↓ 
川柳マップをクリック（選択） 
      ↓ 
あなたの地域をクリック 
      ↓ 
あなたの県をクリック 
      ↓ 
あなたの柳社をクリック 
      ↓ 
右図のような画面が表⽰される 
ので、「句会案内へ」をクリック 

 
 
  

日川協ホームページで句会案内をしよう 

入力の仕方はとても簡単 
是非お問い合わせ下さい。 

句会案内の見方 

こんな感じで見ること
が出来ます！ 
 
各柳社で入力してい

ただいた句会案内の

内容を左図のように

見ることが出来るよ

うになります。 
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編 

集 

後 

記 
 

★
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
の

漢
字
一
文
字
は
「
税
」
だ
っ
た
。
消
費
税
10
パ
ー
セ

ン
ト
の
賛
否
を
問
う
衆
院
選
選
挙
も
自
民
党
の
圧

勝
で
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
承
認
と
い
う
形
に
な
っ
た
。 

★
日
川
協
と
し
て
は
、
今
年
度
は
柳
多
留
二
五
〇
年

記
念
事
業
と
し
て
誌
上
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
多
く
の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。 

★
事
業
計
画
と
し
て
六
月
十
四
日
の
千
葉
大
会
、
十

一
月
一
日
の
鹿
児
島
薩
摩
川
内
（
セ
ン
ダ
イ
）
市
で

行
わ
れ
る
国
民
文
化
祭
が
あ
り
ま
す
。
許
す
限
り
こ

れ
ら
大
会
へ
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

★
毎
年
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
高

齢
化
に
よ
る
各
句
会
参
加
者
の
減
少
は
全
国
的
な

傾
向
を
示
し
て
お
り
、
川
柳
人
口
を
増
や
す
た
め
い

か
に
す
べ
き
か
悩
み
の
タ
ネ
で
す
。
教
室
を
開
く
の

も
限
界
に
き
て
お
り
、
も
っ
と
他
の
方
法
を
考
え
、

発
想
の
転
換
を
や
ら
ね
ば
と
、
日
川
協
と
し
て
も
各

位
の
意
見
を
取
り
入
れ
発
展
を
期
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

（
事
務
局
長 

本
田
智
彦
） 

今
後
の
全
国
大
会
予
定 

▼ 
千 

葉 
 

 
 

平
成
27
年
６
月
14
日
（
日
） 

 
 

 

銚
子
市
青
少
年
文
化
会
館 

▼ 

愛 

媛 
 

 
 

平
成
28
年
６
月
26
日
（
日
） 

 
 

 

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル 

 

今
後
の
国
民
文
化
祭
予
定 

▼ 

鹿
児
島 

 
 

 

平
成
27
年
11
月
１
日
（
日
） 

 
 

 

入
来
文
化
ホ
ー
ル 

▼ 

愛 

知 
 

 
 

平
成
28
年
秋 

 
 

 

会
場
未
定 

日川協加盟柳社一覧表訂正・変更       平成 26年 9 月以降 

頁 柳 社 名 箇 所 追 加・訂 正・変 更 内 容 

17 

18 

27 

 

 

29 

 

32 

 

牛 久 川 柳 同 好 会 

つくばね番傘川柳会 

川柳きぬうらクラブ 

 

 

奈 良 番 傘 川 柳 会 

 

川柳文学コロキュウム 

番 傘 み ど り 川 柳 会 

会  長 

事 務 局 

会  長 

 

事 務 局 

会  長 

 

会  長 

会  長 

平井 研二 〒300-1235 茨城県牛久市刈谷町 4-89-10           TEL029-873-7025 

江崎 紫峰 〒300-1256 茨城県つくば市森の里 73-2            TEL029-876-2446 

浅利猪一郎 〒014-0602 秋田県仙北市西木町桧木内長戸呂 85 

                                                      TEL&FAX 0187-48-2236 

廣田千恵子 〒475-0862 愛知県半田市住吉町 6-112        TEL&FAX 0569-21-4399 

大楠 紀子 〒639-1132 奈良県大和郡山市高田町 9-1-13-202 

                                                      TEL&FAX 0743-85-7814 

赤松ますみ 〒560-0004 大阪府豊中市少路 2-1-6-505      TEL&FAX 06-6857-3327 

湯澤冬扇坊 〒561-0813 大阪府豊中市小曽根 2-14-1-304        TEL06-7892-3623 

日
川
協
特
別
事
業
開
催
決
定
！ 

「
柳
多
留
２
５
０
年
記
念
誌
上
大
会
」 

  

２
０
１
５
年
は
柳
多
留
２
５
０
周
年
に
あ

た
る
こ
と
か
ら
、
「
柳
多
留
２
５
０
周
年
」
と

記
念
し
た
誌
上
大
会
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

題
、
選
者
な
ど
の
詳
細
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、

４
月
１
日
か
ら
募
集
を
行
い
、
投
句
締
切
を
７

月
末
と
す
る
こ
と
で
調
整
中
で
あ
る
。 

 

乞
う
ご
期
待
！ 


